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ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討WG 
第一次取りまとめ（骨子案）  

課
題
 

今日の街が抱える課題 

• 総人口の減少（都市人口もピーク） 
• 国際的な競争時代の突入 

都市開発はハードからソフトへ 

• 従来はハード重視 
• ハードとソフトは個別に完結で一貫性が欠如 

 
       

ICT街づくりの今後の進め方 

• 成功モデルの横展開（全国29自治体） 
• 地方の単機能型の課題解決 

 
 

官民でビジョンを共有し、データ利活用型スマートシティの普及拡大 

都市のQoL、生産性 
向上の必要性 

都市が抱える複雑な課題 
解決の必要性 

今後はソフト重視で継続生・
発展性を高める 

基
本
構
想
 

計画段階 

• ICT関連事業者が街づくり計画段階の初期
から参画 

• 自治体の首長による強いコミットメント 
• 全体を統括して横串を通す自治体内の組織 

対象 

• 拡張可能性や持続可能性の観
点から、都市全体、鉄道沿線、
街区が主たる対象 

• 再開発と既存の街の開発の2
種類があることに留意 

イニシャルコスト 

• PPP/PFIなど民間と連携したファイナンス
を活用 

• 地元の有志企業からの出資 
• ソーシャルインパクトボンドの活用も考慮 

マネジメント 

• 横断的なマネジメントを行う
組織が鍵 

• ICT企業がエリアマネジメント
組織に参画し、データを利活
用 

• PDCAを回すことで、スマート
シティのバージョンアップを
図る 

 

 

• 既存インフラに加えLPWA、MVNOなど
目的に合わせ効率よく利用 

• 更にSDNや５Gの活用も視野に 

• ゼロからの構築では無くオー
プンソースの活用 

• 他のプラットフォームとの互換
性を確保 

• データの標準化、アプリケーションの相
互運用性確保、ベンチャーの活用がサー
ビスの多様化に必要 

• 将来的にはAIを活用した都市機能のマ
ネジメント等を視野に 

役
割
 

産業界における取組 

• 互換性が高いプラットフォームの構築
及び運用 

• エリアマネジメント組織への参画 

大学等における取組 

• 自治体、企業と連携しデータの新たな利活用
方策の実証 

• 先進的なプラットフォームの研究及び実装 

地方自治体における取組 

• 街づくりの方針、総合的な計画策定 
• エリアマネジメント条例の策定 

政府における取組 

• 競争的なプロセスを経た支援、標準化の推進 
• ベンチャーの参画を促すための環境整備 

プ
ラ
ン
 

短期（２年） 

• 先導的なデータ利活用型スマート
シティを全国数カ所で構築し検証 

• 重要な課題について隘路を解消す
るための集中的な取組に着手 

中期（３年～５年） 

• ノウハウや成果の検証し、共通的なプ
ラットフォームの完成度を高める 

• 全国10箇所程度実施し、面的拡大 
• 質の高いモデルについては国際展開 

長期（６年以上） 

• 多様な主体が活動するデータ利活用型
スマートシティが様々な規模で普及展開 

• 官民の多様なシステムとの連携、複数都
市への提携 

 

データ利活用型スマートシティ 
希望する自治体が容易に活用する環境を整え、運用・維持・管理コストを抑制 

近隣自治体等へ 
横展開し、波及効

果を最大化 

都市が抱える多様な課題解決を実現 

 

データ連携基盤 
（モジュール＆クラウドによる共通化） 

農林水産 

交通 

観光 

健康・医療 

行政 気象 

大企業やベンチャー
企業など、多様な 

主体が参画 

様々なデータを収集 

サービス（データ流通）層 

プラットフォーム層 

 
 
 

産学官が 
一体となって 

推進 
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